
【新座市PTA連合会のアンケート回答内容】 2024/10/30回答
１．市P保連は今後どうしていくべきだと思いますか？

  ①現状維持

  ②運営を縮小 ⇒②を選択

  ③廃止

２－２

参加したことがないため、会議の様子を含め必要かどうかの判断が難しいです。

また、市Pの立場から必要・不必要の判断でなくせるものなのかがわかりません。

市として保護者の参加が必須であるというものだけ残していただく考えの方がいいのではないでしょうか？

詳細資料にどれもPTAの立場としての意見を求められているように感じますが、会議等の詳細もわからない中、市Pの理事も初めての保護者に意見を求められても有意義な発言含め対応するのが難しいのではないかと感じます。

あくまで参加した個人の意見での発言になってしまいますが、そのような参加になってしまうのであればどれも意味がないように感じてしまいます。



参加する会議の議題等を含め事前に公開し、その上で、広く保護者からの意見を募るなどして初めてPTAの代表として参加してる意味があるように思います。

３－２

オンラインなどで公開制、もしくは先着順で人数を決めた募集をする講演会・懇談会にしてはどうでしょうか？

現状、市Pの理事（会⾧）のみに行う講演会では、参加して終わりになってしまっているように思います。

せっかく教育⾧に現在の市の教育情勢等をお話いただく有意義な時間だと思うので、たくさんの保護者の方にお聞きいただく形の方がいいのではないでしょうか？

もしくは、講演会後の内容を全学校の保護者に伝える資料等をいただき報告出来る形にしていただきたいなと思います。

４－２

初回のみ対面とし、その後は書面開催にするのがいいと思います。

書面のみだと会⾧同士のつながりを持つことが難しいため、1度は顔を合わせてご挨拶できるのがいいと考えます。

その後は、内容次第で、書面での開催にし会議の時間とコストを減らすことが出来ることがいいのではないでしょうか。

もしくは、ブロックごとに対面で会うかどうかを決めて必要であればブロックごとに会って話し合いの場を作るのもいいかと思います。

５－２ ５－１で回答された理由をお答えください。

ここ数年のような動きであればブロック⾧はいらないと考えます。

しかしながら、４－２で記載した通り、仮にブロックでの集まりが主体となった場合、ブロック⾧の集まりで各ブロックの共有等を行っていただいた方がいいのではと考えます。

その他意見

①市Ｐの形式について

市Pを「縮小して継続」を選択はしましたが、市Pという形にとらわれることはないのではないかと考えています。

そもそも、現在の市Pでやっているものは「朝ごはんコンクール」のみで、それ以外やる内容が明確になっていないと思います。

議題を決めて行われる会議であれば意味はありますが、ただ集まっての意見交換だけだとその場で思いついた内容だけでの話になってしまっているように思います。

また、ブロックごとにフリートークで時間を設けていますが、その後の共有の時間も少ないです。それぞれのブロックで話した内容に興味を持ってもなんとなくで終わってしまっているように感じます。

単Pとして抱えてる問題は似ていると思うので、1年間の単Pの運営についてそれぞれ情報を持ち寄り意見を交換するなどもう少し、会議をするにあたっての議題を明確にし有意義に会議の時間を使って欲しいです。

ただし、新座市全校での話し合いだとまとまりもなく難しいと思うので、ブロック単位での交流ができればいいのではないでしょうか？

ブロックで話した内容を役員会で共有するなどすればさらにブロックを超えての情報交換ができるように思います。

②輪番制について

幹事校を輪番制で回していくのは各単Pの負担になっているのではないでしょうか？

市Pを退会したり、単Pがなくなったりした場合、輪番制が機能しなくなるようでは意味がないと思います。

仮に上記の動きが今後増えるのであれば、別の運営方法を考えるべきだと思います。


